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業績予想の修正及び役員報酬の減額等に関するお知らせ 
 
当社は平成25年２月12日に公表いたしました、平成25年3月期通期（平成24年4月1日～平成25年3

月31日）連結業績予想を下記のとおり修正し役員報酬の減額等の措置を行いますのでお知らせいたします。 
 
記 

 
１．平成25年3月期通期連結業績予想数値の修正（平成24年4月1日～平成25年3月31日）  

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当
期純利益

前 回 発 表 予 想 （Ａ） 
（平成25年２月12日発表） 

6,250 25 △200 △1,100 △10円49銭

今 回 修 正 予 想 （Ｂ） 4,879 △646 △1,313 △3,315 △31円35銭

増 減 額（Ｂ－Ａ） △1,371 △671 △1,113 △2,215 －円－銭 

増 減 率  （％） △21.9 － － － － 

（ご参考） 
前期実績 （平成24年3月期）

5,890 △254 △787 △1,443 △16円92銭 

 （金額の単位：百万円） 
 
２．平成25年3月期（平成24年4月1日～平成25年3月31日）業績予想修正の理由  
当社グループは、平成24年11月９日及び平成25年２月12日に公表いたしました『業績予想の修正に関す

るお知らせ』のとおり、不動産事業の第２四半期連結会計期末までの計画の未達を通期中に解消させるという
方針に則り、営業利益の確保を目指してまいりましたが、修正後の販売計画が未達となりましたことを主な要
因として、通期業績予想を修正いたします。 
売上高及び営業利益の差異は、不動産オーナー向けの設計・企画に係る業務委託売上と不動産ファンド向け

の仲介売上が、いずれも未達となりましたことが主な要因です。 
経常利益の差異は、営業利益差異の要因に加えまして、不動産ファンドに係る投資有価証券（匿名組合出資）

の売却が未達となりましたことと、不動産取引の匿名組合出資予定の債権に係る貸倒引当金繰入額140百万円
を計上したことが主な要因です。 
当期純利益の差異は、経常利益差異の要因に加えまして、かねてより交渉していた当社に対する金融機関債

権の買戻しが、年度末の資金不足により未達となりましたことが主な要因です。 
 

３．その他 
当社グループは、平成 25 年３月期連結会計期間が大幅な赤字となる見通しとなりましたことの責任を重く

受け止め、経営陣の責任の明確化を図るため、当社及び全グループ会社の取締役報酬を30％～70％、監査役報
酬を14％～33％削減し、子会社専任役員の人員も削減いたしました。 
また、次期以降の早急な営業利益の確保のために、年俸上位者の従業員の年俸を５％～25％削減いたします。

また、日中関係の混乱で思うような成果が上がらない海外子会社の売却と、経営計画の不安定要因であった不
動産事業の縮小とを進めております。 
当社グループが積極展開しております復興事業従事者向けの中長期滞在型宿泊施設『バリュー・ザ・ホテル』

事業は、開業済の３軒がいずれも順調な成果を上げており、さらに５月１日にバリュー・ザ・ホテル三本木（宮
城県大崎市）が、７月１日にバリュー・ザ・ホテル矢本（宮城県東松島市）がグランドオープンの予定です。 
これら一連の施策によりまして、資産保有型で不動産販売の依存度の高い経営から、ホテルマネジメントを

柱とするフィービジネスへの事業モデルの転換を、平成 26 年３月期に完成させる所存です。事業再生のター
ニングポイントは通過したものと判断いたしておりますので、引き続き当社事業に対するご理解とご支援の程、
お願い申し上げます。 
  
(注) 本資料に掲載されている業績予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、さま
ざまな不確定要素を含んでおります。実際の業績等は、業況の変化等により、上記予想と異なる場合がございます。 

以 上 
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